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を内 蔵した 軽 量の長 時 間心電 計カミ開発 され， 心 拍数 や

心 電図 変 化 と とも に 継 時 的 な運 動 量 の 測 定 が 可 能 に

な っ た． 今 回， わ れ わ れ は こ の 心 電 計 を 用 い て， 日 常

生活 の基 本的 な動作 で ある歩 行と 走行 時の運 動 量を 呼

気ガス 分 析か ら求め た値 と比 較検 討 し， こ の心 電計 の

臨 床 応 用 に つ い て 考 察 し た の で 報 告 す る．

〔対象 と方 法〕 健 康 な男性１３人 （平 均２８歳） を対 象

と して， 日本光 電社 製 加速度 セ ンサー 内蔵長 時 間心 電

計 （Ｃａｒｄ１ｏｍｅｍｏｒｙ， 重 量２王０ｇ） を， 加 速 度 検 出 方 向

が鉛 直方 向と なるよ う に被験 者の 腰に 装着 しだ． 安 静

時 測 定 の 後， 運 動 は 水 平 ト レ ッ ド ミ ル に よ る ３， ４，

５， ６ｋｍ の 歩 行 と ７， ８， ９ｋｍ の 走 行 を ３ 分 間 ご と の

多 段 階 負 荷 で 行 っ た． 同 時 に ミ ナ ト 医 科 学 社 製 ＡＥ－

２８０で 酸 素 摂 取 量 を 求 め，各 ス テ ー ジ ご と に 加 速 度 セ ン

サ ー の 出 カ と 比 較 し た
． 加 速 度 竜 ン サ ー の 出 カ は

Ｍｅｔｓ で表 現 し， 呼 気 ガス 分 析法 で は各 被験 者 の 安 静

時 酸 素 摂 取 量 を五Ｍｅｔｓ と し た．

〔結 果〕 Ｃａｒｄ１ｏｍｅｍｏｒｙ よ り 求 め た 歩 行， 走 行 時 の

心拍 数と 運動 量は， 速度カミ増 すに 従っ て段 階的 に増 加

し た
．

Ｃａｒｄ五〇ｍｅｍｏｒｙ と 呼 気 ガ ス 分 析 で 求 め た
．

３ ～９

ｋｍ の 歩 行 と 走 行 時 の 運 動 量 の 比 較 で は， Ｆ

Ｏ．９３７ （ｙ二１．３７ｘ－１．ｕ） の よ う に 良 い 相 関 が 得 ら れ

た
．

〔まと め〕 加速度 セ ンサー 内蔵 型長 時間 心電 計によ

り求 めた 運動 量は， 呼 気ガス 分析 がら 求めた 運 動量 と

良い 相関 が得 られ， 心拍 数や 心電 図変 化と とも に生 活

時間 あた りの 運動量 測定 に有 用な 方法 と考 乏ら れた
．

この 心電 計は 非観 血的 で軽量 という 利 点も あり肥 満，

糖尿 病， 高血 圧， などの 運動 療法 の指 標や， 心疾 患 の

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン や 生 活 指 導 な ど に 応 用 で き る．

教 育講 演 運動 中の 突然死 と運 動負 荷試験

（東 京大学 医 学部保 健管 理学） 川 久 保清

突 然 死 は， 全 死 亡 例 の 約１０％ と さ れ， そ の 内 ス ポ ー

ツ 活 動 中 は 約 １ ％ と 報 告 さ れ て い る． 我 が 国 の 報 告 で

は， 社 会 体 育 施 設 に お い て は１，３００万 人 に 工 人， フ ィ ッ

ト ネ ス ク ラ ブ で は４８８万 人 に １ 人， 欧 米 で は５６万 ５ 千 時

間 に １ 人 の 頻 度 と さ れ， 頻 度 と し て は 低 い． し が し，

ス ポ ー ツ 活 動 は， 一 時 的 に， ま 花 相 対 的 に は 突 然 死 の

危 険 性 を 高 め る の で， そ の 予 防 を 考 え る 必 要 が あ る．

ス ポー ツ活 動中 の突 然死 は， 大 部 分心疾 患カミ原因 であ

り， 運 動 に よ る 交 感 神 経 活 動 の 充 進 が。 ト リ ガ ー と し

て 作用 し， 冠動 脈硬 化巣 の破裂 な どを通 じて 生 じるも

の と 考 え ら れ て い る．

運動 によ る突 然死 を予 防する に は， 事 前に 潜在 性の

心 疾 患 を 予 知 す る こ とカミ第 一 に 重 要 と 思 わ れ る． 潜 在

性 の冠 動脈 硬化 を発 見す るに は， 運 動負 荷心 電図 検査

カミ重 要 で あ るカミ， そ の 適 用 に は 間 題カミあ る． 外 見 上 健

康 人に 運動 負荷 試験 を行 った場 合 には， 運 動時 ＳＴ 下

降 が 数 ％ の 例 で 発 見 さ れ るカミ， そ の 申 に 占 め る 陽 性 検

査 適 中率が 低い（５０％ 以下）こ と， 冠 動脈 造影 まで 行っ

て 発見 され る冠 動脈 疾患 も予 後カ浪 好と 考 えられ る１

枝 疾 患 カミ多 い こ とカミ， 検 査 の 有 用 性 を 下 げ る 要 因 で あ

る． 検 査 陰陸者 か らの将 来の冠 動 脈疾患 発生 率は， 低

いカミ， 人 数 と し て は 検 査 陽 性 者 か ら の 発 生 数 よ り 多 い

こ と も 間 題 と な る． ま た， 水 申 運 動 で は 陸 上 運 動 か ら

は 予 測 し 難 い 循 環 器 反 応 を 生 じ る こ とカミあ る．

ス ポ ー ツ 活 動 に よ る 突 然 死 を 防 止 す る に は， ま ず 事

前 の チ ェ ッ ク か ら， ハ イ リ ス ク 者 を 抽 出 し， 運 動 負 荷

心 電 図検査 を行 うこ と， 突然 死発症 者に は約 半数 の例

で， 前 兆 が あ る と さ れ て い る の で， 前 兆カ§あ っ た 場 合

に は， 運 動 を 中 止 し て， 精 密 検 査 を 受 け る こ と， 突 然

死カミス ポー ツの 現場 で発 生 した 場 合に は， 心 肺蘇 生な

ど で す ぐ に 対 処 で き る よ う な 態 勢 作 りカミ重 要 と 思 わ れ

た． 何 よ り 塞 し て， 重 要 な こ と は， 運 動 の 行 い 方 で あ

り， 運 動 習 慣 を も っ て， 運 動 ス ト レ ス 耐 性 を 身 に つ は

る こ と， 運 動 の 強 度 を 申 等 度 以 下 の レ ベ ル に 保 つ こ と

で あ る
．
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